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熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
で
は
、
地
域
・
家
庭
・
学
校
・

行
政
・
関
係
機
関
等
の
連
携
が
更
に
深
ま
り
、
熊
毛
地

区
の
社
会
教
育
が
ま
す
ま
す
充
実
・
発
展
す
る
こ
と
を

願
っ
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
熊
毛
の
社
会
教
育
」
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
一
読
い
た
だ
き
、
本
地
区
の

社
会
教
育
の
更
な
る
充
実
・
発
展
に
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

　一
・
二
ペ
ー
ジ
に
は
、
地
区
主
要
行
事
を
、
三
～
六

ペ
ー
ジ
に
は
、
一
市
三
町
の
特
色
あ
る
事
業
等
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。 

 

屋
久
島
会
場
：
令
和
六
年
五
月
十
一
日(

土)

屋

久

島

町

役

場(

五
十
四
人)  

種
子
島
会
場
：
令
和
六
年
五
月
十
八
日(

土)

南
種
子
町
自
然
の
家(

四
十
一
人)  

　

多
く
の
子
ど
も
会
関
係
者
が
出
席
し
、
子
ど
も
会
活

動
に
子
供
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
方
法
や

安
全
に
活
動
す
る
た
め
の
Ｋ
Ｙ
Ｔ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
に

つ
い
て
、
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
出
席
者
か
ら
は
、「
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き

て
う
れ
し
か
っ
た
」「
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
単
位
子

ど
も
会
で
生
か
し
た
い
」
等
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

          

 

令

和

六

年

六

月

五

日

(

水

) 

西

之

表

市

民

会

館

（

計

百

二

十

九

人

) 

　

人
権
教
育
ブ
ロ
ッ
ク
別
指
導
者
研
修
会
で
は
、
西
之

表
市
立
安
城
小
学
校
長
の

滿
ふ
く
み
氏
に
「
認
め
合

□

い
、
支
え
合
い
、
高
め
合
う
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
人
権
を
自
分
事

と
し
て
捉
え
、
行
動
に
移
す
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

午
後
の
研
修
で
は
、
鹿
児
島
市
立
中
洲
小
学
校
長
の
牛

堀
隆
弘
氏
に
「
社
会
教
育
の
充
実
に
向
け
て
」
と
題
し
、

取
組
例
を
交
え
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
社
会
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、

出
席
者
同
士
で
事
例
発

表
・
講
演
・
講
義
の
感

想
を
出
し
合
い
、
日
頃

の
活
動
の
成
果
や
課

題
、
解
決
策
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。
会
場

が
一
体
と
な
り
、
出
席

者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
一
日
研
修
と

な
り
ま
し
た
。 

 

令
和
六
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）
～
二
十
三
日
（
日
） 

あ

っ

ぽ

～

ら

ん

ど

（

二

十

七

人

） 

　今
回
は
、
県
青
年
団
協
議
会
か
ら
も
二
人
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。
小
田
原
朋
美
会
長
に
「
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ

鹿
児
島
♪
～
あ
な
た
の
や
り
た
い
が
み
ん
な
の
楽
し
い

に
～
」
と
題
し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
県
青
年
団

協
議
会
の
方
針
や
取
組
内
容
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
各
青
年
団
の
活
動
報
告
や
グ
ル
ー
プ
討
議
、
情

報
交
換
会
も
行
わ
れ
、
今
後
の
青
年
団
活
動
に
つ
な
が

る
熱
い
交
流
と
な
り
ま
し
た
。 

人

権

教

育

ブ

ロ
ッ
ク

別

指

導

者

研

修

会 

社
会
教
育
指
導
者
研
修
会
（Ｐ
Ｔ
Ａ
・
女
性
団
体
・
高
齢
者
団
体
） 

社
会
教
育
委
員
等
研
修
会
及
び
自
治
公
民
館
経
営
研
究
会

＜熊毛地区社会教育主要事業実績＞ 

月 日 曜 事　業　名 会　場 出席者数

５
 
11 土

 地区子ども会指導者・育成者研修会 
屋久島町役場

 29人 
地区リーダー研修会・安全教育講習会 25人

５ 18 土
地区子ども会指導者・育成者研修会 

南種子町自然の家
20人 

地区子ども会安全教育研修会 21人

   地区人権教育ブロック別指導者研修会  129人

６ ５ 水 地区社会教育指導者研修会（ＰＴＡ・女 西之表市民会館  
性団体・高齢者団体），地区社会教育委 48人
員等研修会及び自治公民館経営研究会

６ 22 土 地区社会教育指導者研修会（青年団体）～23日 あっぽ～らんど 27人

７ 17 水 地区文化財保護審議会委員等研修会 中種子町立中央公民館 30人

８
 
28 水

地区子ども会大会・創作活動大会 ～29日 屋久島環境文化研修 45人 

※台風接近のため中止 センター （予定）

11 30 土 地区子ども会ジュニア・リーダー養成研修 屋久島町役場 28人

12 ７ 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開（岳南中学校） 屋久島町立岳南中学校 148人

   

熊
毛
の
社
会
教
育

  あなたのやりたいが 
　　みんなの楽しいに！

社
会
教
育
指
導
者
研
修
会
（
青
年
団
体
）

   

子
ど
も
会
指
導
者
・
育
成
者
研
修
会 

 

　 
 

　
子

ど

も

会

安

全

教

育

研

修

会 

（
リ
ー
ダ
ー
研

修

会

・
安

全

教

育

講

習

会

）

屋久島会場【研修】 
「やってみよう！KYTトレーニング」

　　　熊毛の社会教育　 　　　　　　　　熊毛地区社会教育振興会

種子島会場【実技】 
「レクリエーション」

令

和

七

年

二

月

発

行 

熊

毛

地

区

社

会

教

育

振

興

会

【事例発表】 

「持続可能な公民館活動を目指して」

南種子町公民館連絡協議会 船川 継人 会長

 

【
出
席
者
の
感
想
よ
り
】 

 

・

　小
田
原
会
長
の
「
で
き
な
い
と
あ

　

 

き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
方

   

法
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
い

   

う
話
が
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。 

 

・

　地
区
内
で
協
力
し
合
っ
て
、
青
年
団

   

主
体
の
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
み

   

た
い
。 

 

・

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
活
動
を
行
い
、

　

 

魅
力
あ
る
青
年
団
に
し
て
い
き
た
い
。



( 2 )

令

和

六

年

七

月

十

七

日

（

水

） 

中

種

子

町

立

中

央

公

民

館

（

三

十

人

） 

　

県
教
育
庁
文
化
財
課
の
阿
比
留
士
朗
文
化
財
主
事
に

指
導
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、
県
教
育
振
興
基
本
計
画

に
基
づ
く
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
つ
い
て
研
修
を
深

め
ま
し
た
。
研
究
協
議
で
は
、
屋
久
島
町
文
化
財
保
護

審
議
会
の
緒
方
麗
委
員
に
「
ま
ぼ
ろ
し
の
民
謡 

ま
つ

ば
ん
だ
の
復
活
」
と
題
し
、
事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
出
席
者
か
ら
は
「
先
人
の
思
い
を
忘
れ
ず

に
ま
つ
ば
ん
だ
を
復
活
さ
せ
、
普
及
活
動
に
取
り
組
む

緒
方
さ
ん
の
姿
に
感
動
し
た
」「
熊
毛
の
文
化
財
を
次

の
世
代
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
感
想
が
あ

り
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
対
す
る
思
い
が
強
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。
閉
会
後
の
現
地
視
察
で
は
、
熱
中
症

対
策
を
施
し
な
が
ら
、

中
種
子
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
の
皆
さ
ん
に
古

市
家
住
宅
や
坂
井
神
社
の

大
ソ
テ
ツ
等
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
、
充
実
し
た

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。 

    

令

和

六

年

十

一

月

三

十

日

(

土

) 

屋

久

島

町

役

場

（

二

十

八

人

) 

悪
天
候
に
よ
り
種
子
島
・
屋
久
島
間
の
高
速
船
の
運

航
が
当
日
ま
で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
屋
久
島

町
に
集
合
し
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
Ⅰ
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
屋
久
島
町
高
校

生
ク
ラ
ブ
「
ぽ
ん
だ
ま
」
の
皆
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

緊
張
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
参
加
者
主
体
で
交
流
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
修
Ⅱ
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
の
実
際
」
は
、

屋
久
島
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
の
矢
野
憲
一
副

会
長
に
講
師
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
を
想
定
し
た
内
容
で
、
津
波
の
映
像
を
観
た

り
、「
防
災
小
説
」
を
読
ん
だ
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
防
災
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
研
修
Ⅲ
で
は
、
各
団
体
の
活
動
や
課
題
に

つ
い
て
発
表
し
、
意
見
交
換
を
行
う
中
で
、
今
後
の
活

動
に
対
す
る
新
た
な
目
標
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。  

本
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
が
各
団
体
内
で
共
有
さ
れ
、

今
後
の
活
動
が
更
に
充
実
し
て
い
く
こ
と
や
各
団
体
間

の
交
流
が
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。  

 

令

和

六

年

十

二

月

七

日

(

土

)  
屋

久

島

町

立

岳

南

中

学

校

（

百

四

十

八

人)  

　

屋
久
島
町
立
岳
南
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、「
屋
久
島
の
自

然
と
地
域
力
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
～
未
来
へ
繋
ぐ
岳

南

～
」
を
研
究
主
題
に
実
践
を
積
み
重
ね
て
き

s
o
u
l

ま
し
た
。
屋
久
島
の
自
然
を
生
か
し
た
岳
南
サ
イ
ク
リ
ン

グ
（
ふ
れ
あ
い
屋
久
島
自
転
車
一

周
）
や
地
域
力
を
生
か
し
た
子
ど
も

育
成
会
活
動
等
、
家
庭
・
地
域
・

学
校
が
連
携
し
た
未
来
へ
つ
な
が

る
取
組
に
つ
い
て
研
究
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
今
後
も

継
続
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

                               

令
和
六
年
度
社
会
教
育
関
係
表
彰

　※
敬
称
略 

　

 ◆
優
れ
た
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
運
動
の
推
進
に
か
か
る

　文
部
科
学
大
臣
表
彰 

　
　西
之
表
市
立
住
吉
小
学
校 

　
　

 

◆
県
優
良
少
年
少
女
団
体
及
び
地
域
高
校
生
ク
ラ
ブ
等
表
彰 

　
　松
峯
子
ど
も
会
（
屋
久
島
町
） 

      

　

 

◆
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰 

　
　

川
迎
（
小
）
子
ど
も
会
育
成
会

　（
西
之
表
市
） 

　
　西
海
地
区
公
民
館
青
少
年
育
成
部
（
南
種
子
町
） 

 

◆
熊
毛
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
表
彰 

　
　

上
別
縄

　成
子
（
西
之
表
市
） 

　
　光

　秋
広

　
　（
中
種
子
町
） 

　
　小
山

　岳
富

　（
南
種
子
町
） 

 

◆
熊
毛
地
区
社
会
教
育
関
係
優
良
団
体
及
び
個
人
表
彰 

　
　西

之
表
市
民
合
唱
団
「
コ
ー
ル
わ
か
さ
」 

　
　南
種
子
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
「
コ
ス
モ
ス
」 

　
　神
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
「
親
ん
学
校
」 

（
屋
久
島
町
） 

　
　古

澤

　勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
之
表
市
） 

　
　田
中

　文
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
種
子
町
） 

　
　矢
野

　憲
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
屋
久
島
町
）

 

子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

 
   

県

Ｐ

Ｔ

Ａ

活

動

研

究

委

嘱

公

開

 
  

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
等
研
修
会

 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

【坂井神社の大ソテツ】

【振り返り（感想発表）】

熊毛地区社会教育振興会　　　　　　　　　　熊毛の社会教育　 　　

 

【
出
席
者
の
感
想
よ
り
】 

 

・  

人
前
で
話
を
す
る
の
は
緊
張
し 

   

た
が
、
み
ん
な
が
楽
し
ん
で
く
れ 

   
 

て
嬉
し
か
っ
た
。 

 

・  

命
を
守
る
た
め
の
行
動
に
つ
い 

   

て
再
認
識
し
た
。
防
災
に
つ
い
て 

   

家
族
や
友
人
と
も
っ
と
詳
し
く
話 

   

し
合
い
、
災
害
に
備
え
た
準
備
を 

   

し
た
い
。 

 

・

　他
の
団
体
と
課
題
を
共
有
し
、
解 

   
 

決
に
向
け
て
協
力
し
合
い
た
い
。 

　
　熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局 

　
　
　住

　所

　西
之
表
市
西
之
表
七
五
九
〇
番
地 

　
　
　
　
　
　
　熊
毛
教
育
事
務
所
内 

　
　
　電

　話 

（
〇
九
九
七
）
二
二
ー
〇
五
三
五 

　
　

              E-mail  

　

kuma-shido@pref.kagoshima.lg.jp

編 集 ・ 発 行

【開会行事】
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「
波
濤
を
超
え
、
全
国
ど
こ
で
で
も
た
く
ま

し
く
生
き
抜
く
こ
と
の
で
き
る
力
を
備
え
た

人
間
育
成
」「
郷
土
振
興
に
情
熱
を
燃
や
し
、

郷
土
興
し
の
原
動
力
た
り
得
る
人
間
育
成
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、「
ひ
と
り
だ
ち
の
教
育
」

を
本
市
教
育
の
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。 

   

「
ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊
」
は
市
内
の
小

学
三
年
生
か
ら
六
年
生
を
対
象
と
し
、
様
々

な
体
験
学
習
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
自

然
や
文
化
な
ど
を
学
び
、
ま
た
異
年
齢
で

交
流
す
る
こ
と
で
豊
か
な
人
間
関
係
や
規

範
意
識
、
社
会
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

　

令
和
六
年
度
は
、
例
年
人
気
の
企
画
で
あ

る
カ
ヌ
ー
・
い
か
だ
体
験
や
夜
の
鉄
砲
館
で

行
わ
れ
る
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
は
じ

め
、
年
間
八
回
の
活
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
第
六
回
ま
で
活
動
を
終
え

て
お
り
、
各
活
動
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
か

ら
は
、
多
く
の
「
楽
し
か
っ
た
」
等
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　ま
た
、
昨
今
、
主
に
中
学
一
年
生
期
に
多
い

不
登
校
者
数
の
増
加
（
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
）
を
受

け
、
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
解
消
を
目
的

と
し
た
「
六
年

生
限
定
の
宿
泊

体
験
」
を
再
開

し
ま
し
た
。 

　活
動
は
一
泊

二
日
で
計
画
し
、

初
日
の
午
前
中

は
、種
子
島
中
学
校
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

校
長
先
生
に
よ
る
講
話
、
部
活
動
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
立
山
校
区
に
あ

る
川
で
ダ
ク
マ
（
手
長
エ
ビ
）
捕
り
体
験
と

西
京
ダ
ム
で
カ
ヌ
ー
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

途
中
日
向
灘
地
震
が
発
生
し
、
参
加
者
の
安

全
確
保
の
た
め
中
断
と
な
り
ま
し
た
が
、
中

学
校
進
学
に
向
け
て
充
実
し
た
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　今
後
も
、
体
験
活
動
を
中
心
と
し
た
、
社

会
教
育
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
取
組
を
継
続

し
、
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

   　

図
書
館
活
動
の
充
実
と
市
民
の
読
書
意

欲
が
向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
様
々
な

取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　

夏
休
み
期
間
中
、
市
立
図
書
館
に
お
い

て
、
市
内
の
小
学
三
年
生
か
ら
六
年
生
を
対

象
と
し
た
「
館
長
と
学
ぼ
う
、
自
由
研
究
の

仕
方
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
が
初

め
て
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
植
物

標
本
製
作
」「
貝
標
本
製
作
」「
昆
虫
標
本

製
作
」
の
全
三
講
座
を
通
し
て
、
受
講
生
た

ち
が
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
真
剣

に
学
ぶ
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　今
後
も
、
魅

力
あ
る
図
書
館

づ
く
り
を
目
指

し
、
市
立
図
書

館
と
学
校
図
書

館
が
連
携
し
て
蔵
書
の
整
備
・
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
図
書
館
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
企

画
等
、
読
書
活
動
の
推
進
に
向
け
た
様
々
な

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

  
 
 

 

　市
教
育
委
員
会
及
び
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
で
は
、
市
内
全
体
の
家
庭
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
や

各
発
達
段
階
に
応
じ
た
家
庭
教
育
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
家
庭
教
育
講

演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
小
・
中
学
校
で

開
催
さ
れ
て
い
る
家
庭
教
育
学
級
の
中
央

講
座
と
し
て
の
位
置
付
け
で
も
あ
り
ま
す
。 

　令
和
六
年
度
は
、「
子
ど
も
に
ど
う
寄
り
添
っ

て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
～
子
ど
も
の
良
さ
を

大
切
に
す
る
家
庭
教
育
の
実
践
を
通
し
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
講
師
の
川
添
ま
り
子
氏

（
有
限
会
社
リ
ア
ラ
イ
ズ
代
表
）
に
よ
る
講

演
「
子
ど
も
の
や
る
気
と
未
来
を
育
む
『
言

葉
の
力
』」
を
、
市
内
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
等
の

関
係
者
が
聴
講
し
ま
し
た
。
川
添
氏
は
、
体

と
心
の
セ
ル
フ
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
プ

ロ
と
し
て
レ
ッ
ス
ン
や
講
演
会
等
で
活
躍
さ

れ
て
お
り
、
三
人
の
子
育
て
と
、
中
学
校
保

健
体
育
教
師
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
子

供
た
ち
に
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」
を
身

に
付
け
さ
せ
る
教
育
に
つ
い
て
、
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
や
る
気
を
引
き
出
す
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
声
掛
け

や
、
誉
め
言
葉
を

意
識
し
て
使
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
含
め
た
内
容

で
、
出
席
者
か

ら
は
、「
す
ぐ
に

子
育
て
で
実
践

し
て
い
き
た
い
」

「
も
っ
と
早
く
知
り
た
か
っ
た
」「
子
育
て

の
ヒ
ン
ト
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
い
う
前
向
き

な
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

　今
後
も
、
地
域
社
会
や
学
校
、
行
政
が
力

を
合
わ
せ
、
子
育
て
家
庭
の
「
支
え
」
と
な

る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支
え
合
う
家
庭
教
育

支
援
の
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

   

　昭
和
四
十
二
年
に
開
校
し
た
「
寿
大
学
」

は
、
市
内
三
地
区
に
あ
る
高
齢
者
学
級
の
中

央
教
室
と
し
て
の
位
置
付
け
で
、
六
十
五
歳

以
上
の
高
齢
者
約
百
人
が
、
各
種
学
習
や
交

流
等
を
通
し
て
、
生
き
が
い
に
満
ち
た
心
豊

か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
、
毎
月
一
回
の
学

習
を
楽
し
み
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　令
和
六
年
度
は
、
高
齢
者
の
関
心
・
要

望
の
多
い
「
認
知
症
」「
健
康
」「
終
活
」「
う

そ
電
話
詐
欺
」
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
話

を
聴
講
し
、
学
び
を
深
め
な
が
ら
各
ク
ラ

ブ
活
動
（
生
花
・
書
道
・
園
芸
・
音
楽
・

民
踊
・
ダ
ン
ス
・
体
育
）
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
十
二
月
に
開
催
し
た
「
寿
大
学

学
園
祭
」
で
は
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を

展
示
・
舞
台
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
級
生
の
皆
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
表

情
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
高
齢
者
の
豊
か
な
学
び
を
支
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

　   

 

熊
毛
地
区
社
会
教
育
振
興
会

　　　熊毛の社会教育　 　　　　　　　　熊毛地区社会教育振興会

ふ
る
さ
と
ま
な
び
～
隊

カヌー体験の様子

充
実
し
た
図
書
館
活
動

高
齢
者
の
学
び
を
支
え
る
寿
大
学

 講座の様子

西 之 表 市

家
庭
教
育
講
演
会

講演会の様子

学園祭の様子
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　中
種
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
は
、
年
間
を

通
し
て
多
く
の
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　十
一
月
十
六
日
に
は
、「
納
官
・
増
田
校

区
の
歴
史
を
学
ぼ
う
」
と
題
し
、
納
官
・
増

田
校
区
に
あ
る
様
々
な
遺
跡
や
文
化
財
、
戦

跡
を
バ
ス
で
巡
り
ま
し
た
。 

　当
日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の
天
候
で
し
た
が
、

子
供
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
も
の
に
興
味
津
々

の
様
子
で
、
担
当
者
の
説
明
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。 

　今
回
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
学
び
の
楽
し
さ
を

実
感
で
き
た
よ
う
で
す
。
今
の
生
活
と
の
違

い
や
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
る
貴
重
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。 

 

中 種 子 町

戸畑の烹炊所跡（増田校区）

　

十
月
十
六
日
、
中
種
子
町
保
健
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、「
非
常
時
の
簡
単
な
調
理
法
」

の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
内
の
各
女

性
団
体
の
代
表
で
組
織
す
る
女
性
団
体
連
絡

会
の
メ
ン
バ
ー
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、
近

年
、
自
然
災
害
が
増
加
す
る
中
、
い
ざ
と
い

う
時
に
役
立
つ
知
識
を
身
に
付
け
た
い
と
い

う
声
に
応
え
、
企
画
し
た
も
の
で
す
。
日
本

栄
養
士
会
災
害
支
援
チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
で

管
理
栄
養
士
の
渡
邉
里
美
氏
を
講
師
に
招

き
、
ポ
リ
袋
調
理
や
缶
詰
を
使
っ
た
簡
単
レ

シ
ピ
の
紹
介
・
実
演
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、「
災
害
時
の
不
安
を
軽
減
し
、

自
分
の
生
活
を
守
る
一
助
と
な
る
ス
キ
ル
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
で
も
作
っ
て
み

よ
う
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。　

  

　

中
種
子
町
に
は
、高
齢
者
の
教
養
を
高
め
、

学
習
活
動
を
通
し
て
お
互
い
の
親
睦
と
融
和

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
高
齢
者
学
級

「
ど
ん
ぐ
り
」
が
あ
り
ま
す
。 

　四
月
に
開
講
し
、
講
話
を
聞
い
た
り
、
音

読
を
し
た
り
、
体
操
を
し
た
り
、
一
年
を
通

し
て
様
々
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
バ
ス
に
乗
っ
て
遠
足
に
出
か
け
る
こ

と
も
あ
り
、
屋
内
外
問
わ
ず
充
実
し
た
学
習

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　十
月
の
活
動
で
は
、「
ヘ
ビ
の
き
め
こ
み

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

パ
ー
ツ
を
切
っ
た
り
、
貼
っ
た
り
、
き
め
こ

ん
だ
り
多
く
の
工
程
が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
集
中
し
て
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
指
先
を
使
っ
て
の
細
か
い
作
業
に
少
し

苦
戦
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が
無
事
に

完
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　作
品
は
町
民
文
化
祭
で
展
示
を
行
い
、
多

く
の
来
場
者
の
関
心
を
集
め
る
見
事
な
出
来

栄
え
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　

中
種
子
町
高
齢
者
学
級 

「
ど
ん
ぐ
り
」

  
 

中
種
子
町
に
は
、
多
く
の
指
定
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
令
和
六
年
三
月
十

一
日
に
新
た
に
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
「
清
浄
寺
『
お
盆
行
事
（
精
霊
迎
え
と
精

霊
送
り
）』」
を
紹
介
し
ま
す
。 

　増
田
向
井
町
清
浄
寺
で
行
わ
れ
て
い
る
お

盆
行
事
「
精
霊
迎
え
と
精
霊
送
り
」
は
、
清

浄
寺
建
立
以
来
、
檀
家
を
あ
げ
て
寺
院
保
護

に
尽
力
し
て
き
た
中
で
、
五
百
年
以
上
も
続

け
ら
れ
て
き
た
伝
統
行
事
で
す
。 

　お
盆
に
な
る
と
、
御
先
祖
の
精
霊
様
を
迎

え
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
無
縁
仏
も
精
霊
棚

（
茶
屋
）
を
設
け
て
お
迎
え
し
て
ね
ん
ご
ろ

に
供
養
す
る
精
霊
迎
え
を
行
い
、
お
盆
が
終

わ
る
と
、
船
の
代
わ
り
に
な
る
と
言
わ
れ
る

ユ
リ
根
や
魯
の
代
わ
り
に
な
る
と
言
わ
れ
る

マ
キ
（
粽
）
等
と
一
緒
に
近
く
の
川
か
ら
海

へ
流
す
精
霊
送
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　近
年
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
り
、
地
域
に
残
る
伝
統
行
事
が
簡

素
化･

簡
略
化
さ
れ
て
い
く
中
で
、
こ
の
お

盆
行
事
は
檀
家
を
あ
げ
て
守
り
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　ま
た
、
町
指
定
文
化
財
と
し
て
は
、
初
め

て
年
中
行
事
等
に
関
す
る
習
俗
慣
習
に
類
す

る
も
の
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

 

   
 

　       

精霊送り法要

中
種
子
町
の
指
定
文
化
財

　
　

の
ま
ち 

　
　
　

     

　
　

　
　
　
　
　

            

　
　
　

な 

か 

た 

ね 

風
立

中
種
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ 

「
歴
史
を
学
ぼ
う
」

熊毛地区社会教育振興会　　　　　　　　　　熊毛の社会教育　 　　

非常時の簡単な調理法の実演 

「
非
常
時
の
簡
単
な
調
理
法
」 

研
修
会

「ヘビのきめこみパッチワーク」作り
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　七
月
二
十
四
日
（
水
）
か
ら
二
十
六
日

（
金
）
の
期
間
で
、
友
好
都
市
宣
言
を
交

わ
し
て
い
る
愛
知
県
飛
島
村
を
本
町
青
少

年
交
流
団
十
三
人
（
小
学
生
六
人
、
中
学
生

二
人
、
引
率
者
五
人
）
が
訪
問
し
ま
し
た
。 

交
流
団
は
、
三
菱
重
工
業
飛
島
工
場
で

の
ロ
ケ
ッ
ト
製
造
工
程
の
見
学
や
飛
島
村

児
童
交
流
団
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
、

友
好
都
市
の
仲
間
と
の
出
会
い
を
楽
し
む

と
共
に
、
飛
島
村
を
訪
問
し
た
か
ら
こ
そ

得
ら
れ
る
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　さ
ら
に
、
十
二
月
二
十
四
日
（
火
）
か

ら
二
十
六
日
（
木
）
の
期
間
に
は
、
飛
島

村
児
童
交
流
団
が
本
町
を
訪
れ
、
本
町
交

流
団
と
一
緒
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
見
学
や
広
田
遺
跡
で
の
創
作
活
動
を

行
い
、
友
好
都
市
の
仲
間
と
の
絆
を
よ
り

一
層
深
め
ま
し
た
。 

　今
後
も
飛
島
村
と
教
育
文
化
を
は
じ
め
と

し
た
、多
面
的
な
交
流
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

        

南 種 子 町

　十
一
月
十
六
日
（
土
）
に
大
川
小
学
校
に

お
い
て
、
南
種
子
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱

公
開
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

大
川
小
学
校
の
全
児
童
、
保
護
者
、
職
員
の

「
チ
ー
ム
大
川
」
に
よ
る
手
話
合
唱
と
合
奏

が
披
露
さ
れ
、
華
や
か
に
開
会
し
ま
し
た
。 

大
川
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
発
表
で
は
、
約
四
十

年
続
く
磯
研
修
な
ど
、
地
域
や
学
校
と
一
体
と

な
っ
た
活
動
の
成
果
が
報
告
さ
れ
、
参
加
者
の

関
心
も
高
く
、
多
く
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

　講
演
で
は
、「
震
災
が
変
え
た
今
ま
で
の
価

値
観
」
と
題
し
て
、
西
海
地
区
在
住
で
宮
城

県
出
身
の
貝
山
氏
に
、
東
日
本
大
震
災
時
の

体
験
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
様
々

な
職
種
や
立
場
の
六
人
の
方
が
登
壇
し
、「
子

育
て
の
場
」
と
し
て
の
種
子
島
の
魅
力
と
課

題
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

十
二
月
七
日
（
土
）
に
、
日
本
宇
宙
少
年
団

南
種
子
町
宇
宙
科
学
分
団
「
創
立
四
十
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

式
典
は
、
小
西
嘉
秋
分
団
長
と
団
員
代

表
の
永
松
由
衣
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
、
功
労
者
の
方
々
へ
の
表
彰
や
団
員

に
よ
る
四
十
年
間
の
歩
み
の
活
動
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
日
本
宇
宙
少
年
団
理
事
長
で
、

本
町
ト
ン
ミ
ー
大
使
で
も
あ
る
宇
宙
飛
行
士

の
山
崎
直
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行
わ

れ
、「
宇
宙
、
人
、
夢
を
つ
な
ぐ
～
想
像
力

を
子
ど
も
た
ち
に
～
」
と
題
し
て
、
宇
宙
飛

行
士
と
し
て
の
体
験
談
を
交
え
、
と
て
も
貴

重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

南
種
子
町
宇
宙
科
学
分
団
は
、
昭
和
五

十
九
年
八
月
に
世
界
で
最
初
に
結
成
さ
れ
て

以
降
、
延
べ
二
千
六
百
人
の
子
供
た
ち
に
、

キ
ャ
ン
プ
や
科
学
実
験
、
天
体
観
測
な
ど
の

各
種
活
動
を
通
し
て
、
宇
宙
を
科
学
す
る
心

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。「
国
際
感
覚
を
養
い
、

宇
宙
規
模
で
考
え
、
生
き
抜
く
創
造
の
力
を

子
ど
も
た
ち
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

           

十
二
月
二
十
一
日
（
土
）
に
、
博
物
館

講
座
「
こ
こ
ま
で
分
か
る
！
考
古
学
の
最

先
端
研
究
～
野
木
田
遺
跡
で
何
が
わ
か
る

の
か
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

野
木
田
遺
跡
（
南
種
子
町
茎
永
）
は
、

広
田
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
弥
生
か
ら
古

墳
時
代
に
か
け
て
の
水
田
遺
構
が
発
見
さ

れ
た
遺
跡
で
、
現
在
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。 

講
演
で
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名

誉
教
授
の
藤
尾
慎
一
郎
氏
よ
り
、
古
人
骨

Ｄ
Ｎ
Ａ
や
炭
素
十
四
年
代
な
ど
の
科
学
分

析
と
、
弥
生
時
代
の
最
先
端
研
究
内
容
に

つ
い
て
解
説
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
上
野
原
縄
文
の
森
の
元
園
長
で

あ
る
堂
込
秀
人
氏
と
の
対
談
で
は
、「
弥
生

時
代
の
種
子
島
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

野
木
田
遺
跡
で
最
先
端
研
究
を
行
う
こ
と

で
見
え
て
く
る
種
子
島
の
弥
生
時
代
の
稲

作
文
化
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
解
説

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

南
種
子
町
・
愛
知
県
飛
島
村 

　
　
友
好
都
市
青
少
年
交
流
事
業

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開 

　
～
『
子
育
て
の
場
』
と
し
て
の 

　
　 

種
子
島
の
魅
力
と
課
題
を
考
え
る
～

日
本
宇
宙
少
年
団
南
種
子
町
宇
宙
科
学
分
団

 
 
 

「
創
立
四
十
周
年 

 
 
 
  

  
 

記
念
式
典
・
祝
賀
会
」

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
博
物
館
講
座 

～
種
子
島
の
弥
生
時
代
稲
作
文
化
～

名古屋城見学・交流会の様子

ｱﾄﾗｸｼｮﾝ･ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの様子

講演・対談の様子

 

心
ふ
れ
あ
う 

ま
ち
づ
く
り 

～ 

宇
宙
の
ま
ち 

み
な
み
た
ね 

～

　　　熊毛の社会教育　 　　　　　　　　熊毛地区社会教育振興会

活動報告・記念講演会の様子



( 6 )

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

    　

屋
久
島
町
で
は
毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
、
子
ど
も
会
が
各
種
交
流
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　八
月
十
八
日
、
熊
本
県
菊
陽
町
と
の
交
流 

会
を
実
施
し
ま
し
た
。
菊
陽
町
二
十
人
と
屋

久
島
町
十
三
人
が
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
海
水

浴
な
ど
、
屋
久
島
の
大
自
然
の
中
で
楽
し
く

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
度
、

菊
陽
町
で
交
流
し

た
と
き
の
参
加
者

が
両
町
と
も
含
ま

れ
て
お
り
、
交
流

が
単
年
度
で
終
わ

る
こ
と
な
く
次
の

年
に
も
つ
な
が
る

こ
と
で
、
よ
り
一

層
深
い
絆
が
で
き

ま
し
た
。 

  

九
月
二
十
八
日
、口
永
良
部
島
子
ど
も
会

と
平
内
子
ど
も
会
が
交
流
会
を
実
施
し
ま
し

た
。平
内
子
ど
も
会
の
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
の

三
十
一
人
が
口
永
良
部
島
を
訪
れ
、対
面
式

の
後
は
金
岳
小
中

学
校
で
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
や
球
技

大
会
で
交
流
を

深
め
、
夕
食
後
は

み
ん
な
で
花
火
を

し
て
楽
し
み
ま
し

た
。翌
日
は
、口
永

良
部
島
の
海
岸
に 

屋久島町子
ど
も
会
交
流

～
菊
陽
町
交
流
・
口
永
良
部
交
流
～

     

行
き
、み
ん
な
で
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。 

　

両
交
流
会
で
の
経
験
を
、
今
後
の
子
ど
も

会
活
動
等
に
生
か
し
て
ほ
し
い
で
す
。 

    　

屋
久
島
町
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
器
等
）
を
活
用

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
が
及
ぼ

す
青
少
年
を
取
り
巻
く
問
題
へ
の
適
切
な
指

導
、
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
制
作
を
通
し
た
意

識
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　今
年
度
も
授
業
や
夏
休
み
の
課
題
等
で
多

く
の
児
童
生
徒
が
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
制
作

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
取
組
を
通
し
て
、
積

極
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る
姿
勢
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
上
手
に
付
き
合
お
う
と
す
る
意
識

が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 

　       

    　

七
月
二
十
七
日
、
町
人
権
教
育
研
修
会
を

兼
ね
た
生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座
を
屋
久
島

離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。 

青
少
年
健
全
育
成
啓
発
ポ
ス
タ
ー

～
あ
い
さ
つ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

安
全
な
使
い
方
～

生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座

～
町
人
権
教
育
研
修
会
～

生
き
生
き

キ
ラ
キ
ラ

元
気
あ
ふ
れ
る

屋
久
島
町

　今
回
は
鹿
児
島
純
心
女
子
短
期
大
学
の
中

島
准
教
授
に
よ
る
「
ほ
っ
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
～
つ
な
が
る
よ
さ
を
感
じ
な
が
ら
～
」、

志
學
館
大
学
の
胸
元
教
授
の
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
長
時
間
使
用
と
健
康
問
題
」
の
二

つ
の
講
座
が
あ
り
ま
し
た
。
各
講
座
と
も

た
く
さ
ん
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、

前
半
の
講
座
は
、
歌
あ
り
ゲ
ー
ム
あ
り
の

九
十
分
で
、
多
く
の
受
講
者
が
「
つ
な
が

る
」
よ
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で

す
。
後
半
は
、
本

町
が
推
進
す
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機

器
の
適
切
な
使
い

方
に
関
す
る
内
容

で
、
受
講
者
の
意

識
も
一
層
高
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

     

　十
月
二
十
五
日
、
小
瀬
田
小
学
校
の
一
～

四
年
生
の
児
童
が
学
校
遠
足
で
縄
文
時
代
の

暮
ら
し
を
体
験
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
横
峯

遺
跡
を
盛
り
立
て
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
春

牧
横
峯
縄
文
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
六
人
が
務

め
、
遺
跡
の
説
明
や
火
起
こ
し
体
験
、
ド
ン

グ
リ
を
使
っ
た
縄
文
料
理
体
験
等
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
雨
の
た
め
、
現
地
で
の
体

験
学
習
が
で
き
ず
、
小
学
校
体
育
館
で
の
体

験
と
な
り
ま
し
た
。
火
起
こ
し
体
験
を
し
た

児
童
ら
は
「
自
分
で
フ
ー
フ
ー
し
て
、
火
を

つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
息
を

吹
い
て
い
た
ら
、
急
に
火
が
つ
い
て
び
っ
く

り
し
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。 

横
峯
遺
跡
は
、
屋
久
島
町
春
牧
集
落
に

郷
土
の
歴
史
を
学
ぼ
う

～
屋
久
・
横
峯
遺
跡
か
ら
～

位
置
す
る
縄
文
時
代
後
期
の
集
落
遺
跡
で

す
。
平
成
十
一
～
十
四
年
に
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
縄
文
土

器
や
石
器
が
出
土

し
た
ほ
か
、
縄
文

人
の
住
居
で
あ
っ

た
と
さ
れ
る
竪
穴

式
住
居
跡
が
百
基

以
上
発
見
さ
れ
ま

し
た
。 

 

    　

世
界
自
然
遺
産
の
ま
ち
屋
久
島
を
知
り
、

誇
り
を
も
っ
て
屋
久
島
を
語
れ
る
青
少
年
の

育
成
を
目
指
し
て
、
毎
年
十
二
月
に
屋
久
島

ジ
ュ
ニ
ア
検
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
十
四

日
に
実
施
し
た
第
十
六
回
検
定
で
は
、
町
内

全
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
や
屋
久
島
高
校

の
生
徒
、
保
護
者
も
参
加
し
ま
し
た
。 

　問
題
は
、
屋
久
島
の
「
自
然
・
環
境
」「
文

化
・
伝
統
・
風
俗
」「
歴
史
・
地
理
」「
町
政
・

産
業
」
に
関
す
る
内
容
か
ら
五
十
問
を
出
題

し
ま
し
た
。
三
回
合
格
で
ジ
ュ
ニ
ア
博
士
、

四
回
合
格
で
ジ
ュ
ニ
ア
大
使
に
認
定
さ
れ
、

今
回
九
人
の
博
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。
実
際

に
出
題
さ
れ
た
問
題
の
一
つ
を
紹
介
し
ま
す
。 

         

屋
久
島
ジ
ュ
ニ
ア
検
定

～
ふ
る
さ
と
を
語
れ
る
青
少
年
～

【菊陽町・屋久島町交流】【口永良部交流】 

【啓発用ポスター】 

【ほっとインクルーシブ講座】

熊毛地区社会教育振興会　　　　　　　　　　熊毛の社会教育　 　　

【歴史体験】 

《
自
然
・
環
境
》
領
域
か
ら
出
題 

【
問
題
】 

　屋
久
島
は
、
と
て
も
雨
の
多
い
島
で
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
特
に
大
き
な
も
の
は
次

の
ど
れ
で
し
ょ
う
か
。 

 

① 

温
か
い
海
に
囲
ま
れ
、高
い
山
が
あ
る
か
ら
。 

② 

南
国
で
気
温
が
高
い
か
ら
。 

③ 

温
暖
前
線
や
台
風
の
通
り
道
だ
か
ら
。

　

          

　
　
　
　

  

〕
①
：
解
正
〔


